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2020 年 5 月 7 日 

報道関係各位 

フォーティネットジャパン株式会社 

 

NTT西日本の「フレッツ・SDx」に 

フォーティネットのセキュア SD-WAN と SD-Branch を採用 

SDN 技術で LAN・WAN の一元管理を実現し、セキュリティ機能を標準装備することで、 

増大するサイバー攻撃のリスクにも対応 

 

幅広い適用領域で（Broad）システム連携し（Integrated）自動化された（Automated）サイバ

ーセキュリティソリューションの世界的リーダーであるフォーティネット（Fortinet®、NASDAQ: FTNT）は

本日、西日本電信電話株式会社（以下、NTT 西日本）が 2020 年 4 月 14 日から提供を開始した

サブスクリプション型のサービス「フレッツ・SDx」において、フォーティネットのセキュア SD-WAN と

SD−Branch が採用され、マネージドサービスの基盤として活用されていることを発表しました。 

 

フォーティネットのセキュア SD-Branch は、FortiGate、FortiSwitch、FortiAP などの製品ファミリーから

構成され、「フレッツ・SDx」では、以下のモデルが採用されています。 

 FortiGate 60E（基本サービスのコントローラー兼専用ルーター） 

 FortiSwitch 108E-FPOE（オプションサービスの PoE 対応 LAN スイッチ 8 ポート） 

 FortiSwitch 124E-FPOE （オプションサービスの PoE 対応 LAN スイッチ 24 ポート） 

 FortiAP 221E-J（オプションサービスの無線アクセスポイント） 

 

セキュリティ機能を標準装備した NTT西日本の「フレッツ・SDx」 

フォーティネットの SD-WAN と SD−Branch を採用した「フレッツ・SDx」は SDN 技術で LAN・WAN の

集中管理を実現し、お客さまに最適なネットワークを柔軟に構築することを目的としたサービスで、IT 資産

のクラウドへの移行やワークスタイルの変革が進んでいる現在、変化に対応できる柔軟なネットワークを実現

し、さらなる変化にあわせ求められる新機能についても、順次対応が進められる予定です。また、サイバー

脅威が増大する今日、セキュリティリスクに備えた対策は必要不可欠です。「フレッツ・SDx」では、次世代フ

ァイアウォール、アンチウイルス、Web フィルタ、侵入防止、アプリケーション制御のセキュリティ機能を標準で

装備し、お客様が安心して利用できるネットワーク環境を提供しています。これらのセキュリティ機能は、次

世代ファイアウォール（NGFW）として定評のある FortiGate が実現するものです。さらに回線を冗長化

し、負荷分散（ISDB）を柔軟に行う事で増大するクラウド通信へ適切な制御をセキュアに行う事ができ

ます。 

https://www.fortinet.com/jp/solutions/enterprise-midsize-business/secure-branch-sd-wan.html
https://www.fortinet.com/jp/products/next-generation-firewall.html#overview
https://www.fortinet.com/jp/products/secure-switching/secure-access-switches.html
https://www.fortinet.com/content/dam/fortinet/assets/data-sheets/ja_jp/FortiAP-11ac_DS.pdf


 

オペレーションの一元化 

基本サービスに含まれる FortiGate は SD-WAN 機能を持つとともに、オプションの LAN スイッチ

FortiSwitch と無線アクセスポイント FortiAP を管理できるので、拠点のネットワーク環境につながる機器、

構成情報の集中管理が容易になりネットワーク運用の効率化が図れます。 

 

LAN環境に対するセキュリティ機能強化 

FortiGate のセキュリティ機能が配下の FortiSwitch、FortiAP に延伸され、LAN 環境、無線 LAN 環

境のエンドポイントを保護します。企業におけるネットワーク運用とセキュリティ運用を強力に支援します。 

 

ネットワークの経路制御（インターネットブレイクアウト） 

フォーティネットの ISDB（インターネットサービス・データベース)を活用し特定のアプリケーションをブレイクア

ウトさせることにより、WAN 回線向けトラフィック負荷を低減し、快適なアプリケーション利用環境を実現し

ます。 

 

機器の自動設定（ゼロタッチ） 

FortiGate の SD-WAN 機能に含まれるゼロタッチプロビジョニングにより、遠隔にある拠点への設置時に

おいても現地での設定作業が不要になるため、導入・運用を行う IT 人材不足を解消します。 

また、NTT 西日本のセンター側に導入されたフォーティネットの管理/レポーティング アプライアンスのハイエン

ドモデルである FortiManager 3000F と FortiAnalyzer 3000F が、NTT 西日本の「フレッツ光」を経

由して接続されるお客様の拠点に設置された FortiGate 60E および配下のネットワークを一元的に管理

することで、お客様の管理するネットワークの利用状況やセキュリティリスクを容易に把握することが可能とな

ります。 

 

フォーティネットジャパン株式会社 社長執行役員 久保田則夫は次のように述べています。「NTT 西日本

様に弊社のセキュア SD-Branch をご採用いただき、お客様にサービスをご提供いただけたことを非常に喜

ばしく思います。ネットワークセキュリティでは弊社が業界をリードしているという自負がございますので、パフォ

ーマンスやセキュリティ機能、すべてにおいて、ご満足いただけるものと確信しております。今後もさらにより良

い製品、ソリューション、そしてサービスを提供することでサイバー攻撃のリスクを減らし、安心して日々のビジ

ネスを行っていただける環境をご用意してまいります」 

## 

 

【関連リンク】 

「フレッツ・SDx」の提供開始について（NTT 西日本 2 月 3 日発表プレスリリース） 

低遅延で快適な VPN 通信に加えてネットワークの効率的な管理運用に貢献する「フレッツ・SDx」

（NTT 西日本） 

https://www.ntt-west.co.jp/news/2002/200203a.html
https://flets-w.com/solution/vpn_top/sdx/
https://flets-w.com/solution/vpn_top/sdx/


 

Fortinet のセキュア SD-Branch について 

FortiGate セキュア SD-WAN について 

Fortinet の管理／レポーティング機能・製品について 

 

＊本プレスリリースはこちらのフォーティネット HPからもご覧いただけます 

 

フォーティネットについて (www.fortinet.com) 

フォーティネット（NASDAQ: FTNT）は、世界中の大手企業、サービスプロバイダ、そして政府機関を守

っています。フォーティネットは、拡大するアタックサーフェス（攻撃対象領域）に対するシームレスな保護と

インテリジェンスを提供し、外部との明確な境界が消滅したネットワークでの、増え続けるパフォーマンスの条

件に応じるパワーで、現在もまた将来も、お客様に貢献します。ネットワーク上でも、アプリケーションやクラウ

ド、またはモバイル環境であっても、妥協することなく、極めて重大なセキュリティ上の問題に対応するセキュリ

ティを提供できるのはフォーティネットのセキュリティ ファブリックのアーキテクチャだけです。フォーティネットは世

界で最も多くのセキュリティアプライアンスを出荷し、世界 440,000 以上のお客様がビジネスを守るために

フォーティネット に信頼を寄せています。フォーティネットのネットワークセキュリティエキスパート(NSE)インステ

ィチュートは、テクノロジーカンパニーとしても、ラーニングカンパニーとしても業界で最も大きく広範なサイバー

セキュリティのトレーニングプログラムを有しています。フォーティネットジャパンについては、

www.fortinet.com/jp をご覧ください。 
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【本プレスリリースに関するお問合せ先】 

フォーティネットジャパン株式会社 

https://www.fortinet.com/jp/contact 

https://www.fortinet.com/jp/solutions/enterprise-midsize-business/secure-branch-sd-wan.html
https://www.fortinet.com/jp/products/sd-wan.html
https://www.fortinet.com/jp/products/management.html
https://www.fortinet.com/jp/corporate/about-us/newsroom/press-releases/2020/fortinetjapan-announce-ntt-west-flets-sdx.html

